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大
会
で
は
、
昼
食
後
、
理

事
会
に
引
き
続
き
会
員
総
会

が
行
わ
れ
、
来
年
度
の
全
国

大
会
は
５
月
に
開
催
す
る
こ

と
な
ど
を
承
認
し
た
。

研
究
報
告
で
は
、
小
柳
雅

子
氏

（名
古
屋
短
期
大
学
）

は
、

「近
年
の
学
校
事
故
事

例
に
見
る
教
員
の
危
機
管
理

能
力
」
と
題
し
、
教
育
現
場

に
お
け
る
危
機
管
理
の
あ
り

方
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
ま

ず
、
文
部
科
学
省
が
従
来
か

ら
出
し
て
い
る

「学
校
事
故

対
応
に
関
す
る
指
針
」

「第

２
次
学
校
安
全
の
推
進
に
関

す
る
計
画
」

「学
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手

引
き
」
に
つ
い
て
内
容
を
検

討
し
、
こ
れ
ら
は

「安
全
管

理
」
か

「安
全
教
育
」
に
分

類
さ
れ
る
と
し
、
行
政
資
料

か
ら
見
る
危
機
管
理
能
力
の

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ

た
。学

校
事
故
や
安
全
に
つ
い

て
は
デ
ー
タ
を
用
い
て
紹
介

し
、
事
故
の
発
生
件
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
発
生
率

は
横
ば
い
、
発
生
の
態
様
に

つ
い
て
は
こ
の
１０
年
間
で
大

幅
な
変
化
は
な
い
と
し
た
。

ま
た
課
外
指
導
中
の
事
故
が

多
く
、
事
故
の
７。
％
が
体
育

館
と
校
庭
で
発
生
し
て
い
る

と
報
告
。
学
校
事
故
の
動
向

に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い

が
、
学
校
安
全
や
危
機
管
理

に
関
連
す
る
取
り
組
み
は
確

実
に
進
ん
で
い
る
と
評
価
し

た
。　
ズ
フ
後
、
教
育
現
場
に

お
け
る
危
機
管
理
能
力
は
、

教
育
活
動
の
本
質
と
そ
れ
に

関
わ
る
専
門
性
、
さ
ら
に
現

代
の
学
校
と
い
う
場
の
特
性

を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
な

る
内
容
の
精
査
と
実
効
性
の

あ
る
養
成
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
が

重

要

に

な

る
」
と
力
強

く
結
ん
だ
。

山
川
雅
行

氏

（大
阪
観

光

大

学

）

は
、

「総
合

型
リ
ゾ
ー
ト

（Ｉ
Ｒ
）
に
お

け
る
投
機
的
リ
ス
ク
ー
大
阪

を
事
例
に
―
」
と
題
し
、
Ｉ

Ｒ
設
置
に
よ
る
投
機
的
リ
ス

ク
を
検
証
し
、
現
状
と
課
題

を
分
析
、
安
全
で
快
適
な
Ｉ

Ｒ
施
設
設
置
に
向
け
カ
ジ
ノ

解
禁
に
よ
る

「ギ
ャ
ン
プ
ル

等
依
存
症
対
策
」

「
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
」

へ
の
提
言

を
行

っ
た
。

ま
ず
、
わ
が
国
に
お
け
る

「
公
営
ギ
ャ
ン
プ
ル
」
と
し

て
の
公
営
競
技
の
種
類
は
中

央
競
馬
、
地
方
競
馬
、
競

艇
、
競
輪
、
オ
ー
ト
レ
ー
ス

な
ど
４
収
益
事
業
が
あ
り
、

そ
の
現
状
の
デ
ー
タ
を
紹

介
。
ま
た
遊
技
場
に
つ
い
て

も
パ
チ
ン
コ
、
回
胴
式
遊
技

機

（ス
ロ
ッ
ト
）
の
現
状
の

デ
ー
タ
を
紹
介
し
た
。
ま
た

宝
く
じ
等
に
つ
い
て
も
宝
く

じ
と
サ
ッ
カ
ー
く
じ
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
比
較
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
は
現
在
、
カ
ジ

ノ
施
設
は
存
在
し
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ギ
ャ
ン
プ
ル

等
依
存
症
が
疑
わ
れ
る
人
が

厚
労
省
の
調
査
で
は
７。
万
人

（２
０
１
７
年
）
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
が
国

は
カ
ジ
ノ
が
な
く
て
も
、
パ

チ
ン
コ
店
や
場
外
馬
券
発
売

所
を
含
む
３
０
０
カ
所
を
超

え
る
公
営
競
技
施
設
が
身
近

に
あ
る
た
め
で
あ
り
、
仮
に

カ
ジ
ノ
施
設
が
で
き
た
か
ら

と
い

っ
て
、
依
存
症
患
者
が

激
増
す
る
こ
と
は
考
え
難
い

と
し
た
。

そ
し
て
、
外
国
の
カ
ジ
ノ

施
設
と
事
例
を
紹
介
し
、
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
に
お
け
る
投

機
的
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ポ
ジ

テ
ィ
プ
効
果
と
ネ
ガ
テ
ィ
プ

効
果
を
論
じ
た
。
Ｉ
Ｒ
誘
致

を
推
進
す
る
大
阪
府

。
大
阪

市
の
事
例
に
も
触
れ
、

「日

本
初
の
Ｉ
Ｒ
施
設
設
置
ま
で

に
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ

る
。
ギ
ャ
ン
プ
ル
等
依
存
症

対
策
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
、
治
安
維
持
な
ど
社
会
不

ど
を
論
じ
た
。
決
済
手
段
の

多
様
化
に
関
し
て
は
、
プ
リ

ベ
イ
ド
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ペ

イ
、
ポ
ス
ト
ペ
イ
に
つ
い
て

呪
在
の
各
種
カ
ー
ド
を
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
、
そ
の
数
の
多

さ
を
指
摘
し
た
。

現
在
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ

レ
ス
経
済
の
各
国
比
較
を
見

る
と
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決

は
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
の
取
り
扱

い
の
コ
ス
ト
の
軽
減
、
脱
税

や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の

防
止
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
活

用
、
ス
マ
ホ
、
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
、
暗
号
資
産
、
Ａ
Ｉ
な
ど

金
融
デ
ジ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
と
し
、
そ
こ
に
港

む
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。

今
後
、
お
金
は
ど
う
な
る

か
に
つ
い
て
、
①
信
用
創
造

機
能
が
拡
大
し
て
い
く
②
中

央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
が
流

通
す
る
①
金
融
シ
ス
テ
ム
が

制
御
不
能
に
な
る
④
暗
号
資

産

（仮
想
通
貨
）
が
普
及
す

る
―
と
四
つ
の
可
能
性
を
挙

げ
報
告
を
終
了
し
た
。

浅
津
光
孝
氏

（浅
津
中
小

企
業
診
断
士

・
社
労
士
事
務

所
）
は
自
ら
所
属
す
る
ア
マ

チ

ュ
ア

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

お
け
る
演
秦
活
動
の
危
機
突

破
の
経
験
か
ら
、

「人
材
育

成
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
危
機
突
破
の
事
例
研
究
」

と
題
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

企
業
組
織
の
比
較
を
行
い
な

が
ら
、
組
織
の
も
つ
普
遍
的

な
機
能
に
つ
い
て
論
じ
た
。

ま
ず
事
例
に
基
づ
き
、
演

奏
会
の
成
功
に
向
け
て
の
克

服
す

べ
き
課
題
を
取
り
上

げ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
４
領

域
行
動

モ
デ
ル
、
す
な
わ

ち
、
①
価
値
創
造
型
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
②
目
標
達
成
型
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
③
人
材
育
成

型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
④
戦
略

実
行
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ー

を
、
指
揮
者
お
よ
び
コ
ン
サ

ー
ト
マ
ス
タ
ー
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
と

っ
た
行
動
に
対
応

さ
せ
て
分
析
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
が
組
織
目
標
達
成
の
た

め
に
果
た
し
た
相
互
補
完
性

を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に

「集
合
知
は
、
多

様
性
が
大
き
い
ほ
ど
正
解
に

近
づ
く
！
」
と
い
う
多
様
性

予
測
定
理

（ス
コ
ッ
ト

・
ペ

イ
ジ
）
を
元
に
演
秦
会
の
成

功
要
因
を
分
析
。
各
演
秦
者

の

「表
現
の
多
様
性
」
の
増

加
が

「集
合
知
と
し
て
の
オ

ケ
全
体
の
表
現
力
」
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
当
初
の
計
画

的
な
戦
略
目
標
を
大
き
く
上

回
る
成
果
を
挙
げ
る
に
至

っ

た
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら

「組
織
に
お
い
て

統

一
性
と
多
様
性
は
共
存
で

き
る
」
と
結
論
づ
け
、
ユ
ニ

ー
ク
な
観
点
か
ら
の
立
論
と

し
て
注
目
を
浴
び
た
。

大
橋
正
彦
氏

（大
阪
商
業

大
学
）
は

「わ
が
国
に
お
け

る
郡
部
地
域
の
活
性
化
諸
方

策
と
Ｒ
Ｍ
」
と
題
し
、
人
口

減
少
に
伴
う
社
会
的
リ
ス
ク

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
研
究
し

た
。
大
橋
氏
は

一
定
の
枠
組

み
の
も
と
に
、
日
本
の
町
村

の
収
集
デ
ー
タ
を
用
い
、
人

口
の
増
減
率
な
ど
の
創
生
効

果
に
規
定
因
を
分
析
し
、
活

性
化
の
方
策
を
推
論
。
そ
し

て
、
人
口

。
世
帯
数
増
減
面

と
就
業
者
数
お
よ
び
比
率
面

の
両
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
策
を
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
に
分
け
て
提
言

を
行

っ
た
。

人
口

ｏ
世
帯
数
増
減
面
の

リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
策
に

お
い
て
、
ソ
フ
ト

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
策
と
し
て
は
、
人
口

減
少
地
域
や
高

・
第

一
次
産

業
就
業
人
口
比
地
域
で
有
効

と
な
る
の
は
子
ど
も

。
子
育

て
支
援
、
国
立
公
園
や
高

・

第
三
次
産
業
就
業
人
口
比
地

域
で
は
高
齢
者
生
活

。
社
会

参
加
支
援
が
有
効
と
な
る
述

べ
た
。

一
方
、
ハ
ー
ド

・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
策
と
し
て
は
、

す
べ
て
の
町
村
や
人
口
過
少

地
で
産
業
集
団

・
工
場
団
地

形
成
が
有
効
、
人
口
減
少
地

域
で
は
大
規
模
工
場
の
誘
致

が
有
効
と
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た
と
論
述
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト

，
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
策
と
ハ
ー
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
策
双
方
の
性
格
を
持

ち
、
特
定
の
地
域
で
有
効
と

な
る
の
は
防
災
の
取
り
組
み

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会

。
国

際
会
議
な
ど
の
誘
致
で
あ

っ

た
と
結
論
づ
け
た
。

亀
井
廉
幸
氏

（公
認
会
計

士

。
税
理
士
）
は

「日
本
の

年
金
金
問
題
―
老
後
資
金
２

千
万
円
は
必
要
な
の
か
」
と

題
し
、
日
本
が
抱
え
る
重
大

問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に

よ
る
諸
間
題
、
財
政
問
題
、

自
然
災
害
の
脅
威
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
わ
が
国
の
財
政
状

態
を
検
証
し
、
年
金
制
度
が

悪
化
し
続
け
て
い
る
現
状
を

報
告
、
そ
の
上
で
必
要
な
老

後
資
金
に
言
及
し
た
。

ま
ず
、
わ
が
国
の
財
政
状

態
に
つ
い
て
、
政
府
の
債
務

が
１
０
０
０
兆
円
を
超
え
、

さ
ら
に
原
発

コ
ス
ト
の
増

大
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
、

大
学
無
償
化
な
ど
に
加
え
自

然
災
害
の
多
発
な
ど
、
財
政

圧
迫
要
因
が
多
く
あ
り
、
財

政
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
世

界
最
悪
の
２
３
５
％
に
達

し
、
将
来
も
財
政
赤
字
は
膨

ら
み
続
け
る
と
主
張
し
た
。

日
銀
政
策
に
つ
い
て
も
、
い

つ
ま
で
も
イ
ン
フ
レ
ロ
標
２

％
は
達
成
で
き
ず
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
で
地
銀
は
疲
弊
し
て

い
く
と
警
鐘
し
た
。
現
状
で

は
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
悪

化
し
続
け
て
お
り
、
い
ず
れ

は
も
ら
え
な
く
な
る
か
、
少

な
く
な
る
の
で
、
年
金
は
繰

り
上
げ
て
で
も
早
く
も
ら
う

方
が
得
策
で
あ
る
こ
と
を
力

説
し
た
。
そ
の
上
で
老
後
資

金
２
千
万
円
の
必
要
性
に
触

れ
、
貯
蓄
２
千
万
円
の
増
や

し
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
注

目
を
浴
び
た
。

最
後
に
た
久
間
潔
副
理
事

長
の
閉
会
の
辞
を
も

っ
て
散

会
し
た
。

SRM学会

愛
知
で
全
国
大
会
を
開
催

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス
ク
研
究
、
６
氏
が
報
告

ソ
ー
シ
ャ
ル

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

（戸
出
正
夫
理
事
長
）
が
１１

月
２３
日
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（名
古
屋
市
東
区
）
で
本
年
度
の
全
国

大
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
宮
井
隆
理
事
の
総
合
司
会
の
も
と
、
上
田
和
勇

日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
理
事
長
の
祝
辞
、
松
下
義
行
全
国
大
会
担

当
常
務
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
き
、
川
本
明
人
副
会
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、

研
究
報
告
会
を
開
催
し
た
。

上 田 氏

教
員

の
危
機
管
理
や
キ

ャ

ッ
シ

ュ
レ
ス
経
済

な
ど

安
の
払
拭
に
は
制
度
設
計
を

合
め
世
界
最
高
水
準
の
規
制

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
須
と

な
る
」
と
力
説
し
た
。

川
本
明
人
氏

（広
島
修
道

大
学
）
は

「キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ

ス
経
済
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス

ク
」
と
題
し
、
昨
今
の
キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ
ス
経
済
の
進
展
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
、
キ

ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
の
メ
リ

ッ

ト
、
そ
こ
に
潜
む
リ
ス
ク
な

済
比
率
は
、
韓
国
が
８９

。
１

％
、
中
国
が

６。

．
０
％
、
以

下
カ
ナ
ダ

５５

・
４
％
、

イ
ギ

リ
ス
５４

・
９
％
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
５４

・
４
％
、
ス
ウ

ェ
ー

デ
ン
４８

・
６
％
、
ア
メ
リ
カ

４５

・
０
％
、
フ
ラ
ン
ス
３９

。

１
％
、
イ
ン
ド
３８

・
４
％
、

日
本

１８

・
４
％
、
ド
イ
ツ
ー４

・
９
％
で
あ
り
、
わ
が
国
の

遅
れ
が
目
立
つ
。
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て

全 国大会 の様 子

お申込みはFAXまたはWebで Ｅ
Ｅ

リスクを
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